
 

 

寺
請
制
度 

 

〈
解
読
文
〉 

 
 
 

宗
旨
証
文
之
事 

一 

光
輪
寺
㊞ 
旦
那 

三
村
吾
忠
㊞ 

歳
五
十
七 

一 

同 

寺
㊞ 

旦
那 

 
 
 

妻 
 

歳
五
十
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

男
子 

一 

同 

寺
㊞ 

旦
那 

三
村
崇
元
㊞ 

歳
廿
六 

 
 
 

人
数
〆
三
人
内 

男
弐
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
壱
人 

三
村
吾
忠
㊞ 

一
家 

右
者
三
村
吾
忠
代
々
真
言
宗
ニ

而
、
則
当
寺
旦
那 

紛
無
御
座
候
、
万
一
御
法
度
之
宗
門
之
由
、
訴
人
於
有
之
者
、 

拙
僧
何
方
迄
茂
罷
出
、
急
度
可
申
披
候
、
為
其
宗
門 

御
請
合
証
文
差
出
申
所
、
依
而
如
件 

 
 

本
寺
■
国
京
都
智
積
院
末
寺 

真
言
宗 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
洗
馬
村 

青
壺
山 

光
輪
寺
㊞ 

 

享
和
三
癸
亥
年
三
月 

 

城
戸
十
蔵
殿 

 

矢
野
藤
左
衛
門
殿 

  

 

〈
読
み
下
し
文
〉 

 
 

 

宗
旨

し
ゅ
う
し

証
文
の
こ
と 

一 

光こ
う

輪り
ん

寺
㊞ 

檀
那

だ

ん

な 

三
村
吾
忠
㊞ 

歳と
し

五
十
七 

一 

同 

寺
㊞ 

檀
那 

 
 
 

妻 
 

歳
五
十
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

男
子 

一 

同 

寺
㊞ 

檀
那 

三
村
崇
元
㊞ 

歳
二
十
六 

 
 

 

人
数
〆

し
め
て

三
人
内 

男
二
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

女
一
人 

三
村
吾
忠
㊞ 

一
家 

右
は
三
村
吾
忠
代
々
真
言

し
ん
ご
ん

宗
に
て
、
す
な
わ
ち
当
寺
檀
那
に
紛ま

ぎ

れ
ご
ざ
な
く

候
、
万
一
御
法
度

ご

は

っ

と

の
宗
門
の
よ
し
、
訴
人

そ

に

ん

こ
れ
あ
る
に
お
い
て
は
、
拙
僧

せ
っ
そ
う

い

ず
か
た
ま
で
も
罷ま

か

り
出い

で
、
急
度

き

っ

と

申
し
披ひ

ら

く
べ
く
候
、
そ
の
た
め
宗
門
御
請

け
合
い
証
文
差
し
出
し
申
す
と
こ
ろ
、
よ
っ
て
く
だ
ん
の
ご
と
し 

 
 

本
寺
■
国
京
都
智
積
院

ち
し
ゃ
く
い
ん

末
寺 

真
言
宗 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
洗せ

馬ば

村 

青せ
い

壺
山

こ

ざ

ん 

光
輪
寺
㊞ 

 

享
和

き
ょ
う
わ

三

癸
み
ず
の
と

亥い

年
三
月 

 

城
戸
十
蔵
殿 

 
矢
野
藤
左
衛
門
殿 

  



 

 

〈
用
語
の
解
説
〉 

・
宗
旨
…
宗
門
。
宗
派
。 

・
旦
那
（
檀
那
）
…
檀
家
。
檀
徒
。 

・
拙
僧
…
光
輪
寺
の
住
職
の
こ
と
。 

・
申
し
披
く
…
弁
解
す
る
。
理
由
を
説
明
す
る
。 

・
智
積
院
…
京
都
市
東
山
区
に
あ
る
真
言
宗
智
山
派
の
総
本
山
。 

 

〈
解
説
〉 

 

寺
請

て
ら
う
け

制
度
は
、
寺
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
摘
発

て
き
は
つ

を
請
け
負
わ
せ
た
も
の
で
、
人

間
ひ
と
り
に
必
ず
檀
那
寺
を
決
め
さ
せ
て
、
檀
那
寺
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
い

こ
と
を
証
明
さ
せ
た
。
宗
門
改
め
は
、
毎
年
調
査
・
申
告
さ
れ
て
、
宗
門
人

別
帳
に
記
録
・
保
存
さ
れ
た
。 

 

寺
が
発
行
す
る
証
明
書
を
寺
請
証
文
と
よ
び
、
奉
公
・
出
稼
ぎ
・
婚
姻
・

引
っ
越
し
な
ど
の
移
動
や
移
住
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
た
。 

 

三
村
吾
忠
の
一
家
に
つ
い
て
、
西
洗
馬
の
光
輪
寺
が
檀
家
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
た
も
の
で
あ
る
。「
御
法
度
の
宗
門
」
と
の
訴
え
が
あ
っ
た
場
合
は
、

拙
僧
が
ど
こ
ま
で
も
出
か
け
て
説
明
す
る
と
し
て
い
る
。
一
家
の
う
ち
女
性

に
つ
い
て
は
「
妻
」
と
だ
け
記
さ
れ
、
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
宛
名

の
城
戸
と
矢
野
は
高
遠
藩
の
郡
代
で
あ
る
。 

 

な
お
、
光
輪
寺
は
真
言
宗
智
山
派
の
本
寺
智
積
院
の
末
寺
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
。
本
末
制
度
と
い
い
、
本
寺
が
末
寺
を
指
揮
下
に
置
い
て
統
制
し

た
。 

 

【
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